
◎ 新製品・新技術の開発に役立つ乳化剤・界面活性剤の使い方！ 

◎ 「分散性」「溶解性」「粘弾性」「親和性」「伝達性」「安全性」製品価値を高めるために！ 
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【執筆者の言葉】(株)ミルボン 堀内照夫氏 

 

Bancroft (1913)が乳化剤の水または油に対する

溶解性とエマルション型(O/W, W/O)との関係を

報告した時を、エマルション科学の始まりとすれ

ば、まだ、１００年たらずの学問体系で、未知の

部分が多数内在している。また、エマルション技

術ほど、産業界での製造の経験と学究的な研究の

相互の科学技術の協働が活発に行われている分野

も少ないように思える。  

 本書籍はそれぞれの分野の一線で活躍している

多数の研究者に執筆いただいた。この研究の「知

の泉」を汲み上げ、課題解決の一助となれば、幸

いである。また、これにより「知の螺旋階段」を

一段でも登り、エマルション科学の進化を願う。 
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①調整技術や素材作成の最新動向！ 

②界面活性剤・乳化剤の設計のために！ 

③製品製造を成功させるための攪拌機械の選び方・使い方！ 

④画期的な評価法を実務に反映させよう！ 

⑤「希薄系」「濃厚系」の双方へゼータ電位を有効活用する！ 

⑥相図の作成・操作を改善し、強い可溶化能を発揮させる！ 

⑦最適な乳化法を導き出す調整プロセス！ 

⑧転相による使用感の変化を解明する具体的手法！ 

⑨豊富な実験データから数値を多角的に検証するテクニック！ 

⑩新機能を付加するための混合技術・乳化技術！ 

⑪「短時間」そして「環境的にやさしい」調整技術！ 

⑫エマルション破壊を防ぐためのノウハウ！ 

サンプルイメージ 

★貴重な実験データや数値データが 

 盛りだくさん！★ 

★物性をわかりやすく学ぶ！★ 
(出典：H. Ringsdorf, B. Schlarb, J. Verzmer, 

Angew. Chem.Int. Eng., 27, 113 (1988).) 
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 詳細なプログラムの確認、 
購入、試読のお申込みはこちら 

◆１章エマルション安定化の基礎理論 

 
★調整法・分散技術・粒子の生成法・ 

 相図の作成法の最新情報を得るために！★ 

 

1節 パラメータを指標値とした安定なエマルション調製法 

2節 化粧品における乳化製剤の安定性 

3節 エマルション中の液滴の粒子径・分布から考える 

   エマルションの分散安定性 

4節 エマルションの安定化要因：食品の場合 

5節 界面活性剤・乳化剤の最新動向：化粧品の場合 

6節 相図の作成法 

   (①界面活性剤-水2成分系、②界面活性剤-水-油3成分系) 

7節 分子集合体バイセルの調製と安定化 

8節 分子集合体(ゲル・液晶・D相）を用いた乳化、安定  

 

◆２章 界面活性剤・乳化剤の 

          効果的な使い方 
 

★作る側・使う側 それぞれに役立つ情報が満載！★ 

 

1節 界面活性剤（乳化剤）水溶液の物理化学的性質 並びに  

    天然系界面活性剤  および複合界面活性剤による新機能の創製 

2節 会合体形成と相挙動 

3節 界面吸着とミセル形成  

4節 ポリグリセリン脂肪酸エステルの特長を活かした 

        クレンジング製剤への応用 

5節 HLB法・拡張HLB法・溶解度パラメーターから考える 

        乳化プロセス 

6節 界面活性剤の洗浄力：炭化水素基の構造／天然動植物油脂 

7節 ジェミニ型界面活性剤の分子設計と合成方法 

8節 界面活性剤・乳化剤の最新動向①：キャラクタリゼーション 

9節 界面活性剤・乳化剤の最新動向②：ピッカリングエマルション 

10節 界面活性剤・乳化剤の最新動向③：複合乳化剤を用いた 

                                                         コールドプロセス 

11節 自然乳化系の設計指針 

          －乳化に必要なエネルギーと油水界面の硬さの相関― 

◆３章 エマルションの 

    攪拌技術・機械の現状と将来展望 
 

★スケールアップやパフォーマンス向上を実現させよう！★ 

 

１節 乳化装置の現状と工業化 

２節 攪拌の基礎知識(流動特性・動力特性・混合特性・伝熱特性) 

３節 攪拌翼および攪拌槽の最適選定・設計 

４節 最新の装置：機械的乳化法を行う機械 

        （低速撹拌機・高速せん断撹拌機） 

５節 スケールアップにおける攪拌反応装置の設計と事例 

６節 スラリーおよびエマルションの流動解析 

７節 攪拌技術・機械の適用用途の拡大（粒度分布のシャープ化） 

８節 最近の装置：高速攪拌のための攪拌混合機の使い方 

９節 最新の装置：混合促進技術としてのT型マイクロミキサー 

10節 最新の装置：穴あき水中翼を利用した 

                           微小液滴の発生法について 

11節 ハイドロダイナミックキャビテーションを利用した 

         「ジェットペースタ」による均一分散技術 

12節 攪拌設備の劣化対策・保全技術 

13節 超音波振動マイクロ流路デバイスによる ナノエマルション生成 

◆４章 最新の評価方法と評価実務 
 

 

★乳化状態の変化を高感度・高精度に検出できる！★ 

 

１節 時間温度換算則を応用したエマルション製品の 

     保存安定性(乳化安定性)の加速試験 

2節 界面張力とゼータ電位から考える安定性 

 

 

３節 評価実務:ゼータ電位測定 

４節 レオロジー測定を用いた食品テクスチャー評価 

５節 せん断印加に伴う乳化分散系基剤の内部構造の変化に対する 

   新たな評価法 

－レオロジーと電気化学インピーダンス・小角光散乱の同時測定 － 

６節 ポリビニルアルコールによる 

   エマルジョンのレオロジーコントロール 

７節 油脂結晶化・気泡安定化からみるエマルション 

８節 粒子径測定法 

９節 評価実務：遠心分離法 

１０節 界面活性剤水溶液の表面張力評価 

１１節 エマルション膜の耐候性評価 

１２節 クライオ電子顕微鏡法を用いたエマルションの観察法 

１３節 観察試料のポイント：非晶質凍結法について 

１４節 粒子系と外観変化の関係①－エマルションの安定性に及ぼす 

                 生成条件と界面活性剤種の影響－  

１５節 粒子系と外観変化の関係② － W/W'/O エマルション－  

 

◆５章 医薬品における 

             エマルションの調製と安定化 
★製剤開発における自己会合化のコントロール！★ 

 

１節 製剤に必要な界面活性剤のポイント 

２節 製剤の安定性評価 

３節 油中水滴エマルションで作製した 

   機能化ジャイアントベシクルのバイオ応用 

４節 動注エマルション製剤における留意点 

５節 双頭型両親媒性分子の自己会合に関するシミュレーション 

６節 非イオン性両親媒性化合物による 

   ニオソームの形成性とその分散液の物理化学的性質 
 

◆６章 化粧品における 

             エマルションの調製と安定化 
★「使用感」における様々なニーズに応えます！★ 

 

１節 化粧品において最適なO/Wエマルションの調製方法 

２節 エマルション化粧品の使用感と保湿効果の機器評価 

３節 化粧品の使用感評価と感触評価 

４節 洗浄力評価（対象：洗剤） 
５節 カチオン性高分子ベシクルによる新機能の創製製 
－ジオクタデシルジメチルアンモニウムクロリドの高分子化とその分散液の物理化学的性質  

６節 微粒化技術による透明エマルションの安定化 

 

◆７章 食品における 

             エマルションの調製と安定化 

 
★「おいしさ」 「風味」 「食感」 を追求しよう！★ 
 

１節 食感を向上させるための乳化剤 

２節 均一な混合・乳化と高粘性食品の流動特性 

３節 米由来の乳化機能を有する食品素材の開発 

４節 植物油の結晶化から考える O/Wエマルションの安定性 

 

◆8章 塗料における 

           エマルションの調製と安定化 
 

★環境負荷を低減させる添加剤の役割！★ 
 

１節 異相構造エマルション 

   （超音波照射と機械攪拌時のエマルションの比較） 

２節 エマルジョン系向け顔料分散剤 

３節 ピッカリングエマルジョンとその応用例 


